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2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 

 

 

 

 

2010 年 4 月 1 日 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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ご注意

Ｌ 本書に記載の製晶及び技術のう ち 「外国為替及び外国貿易法」 に基 づき安全保障貿易 管理関連 貨物・ 技術に該当す

る ものを輸出する場合
，
または 国外 に持ち出す場合は日本国政府の 許可が必要です。

２． 本書 に記載された情報の使用 に際して， 弊社
もしくは第三者の特 許権

，
著作権
，
商標 権， その他の知的 所有権等 の

権利 に対する 保証または実施権の 許諾を行うものではありませ ん。 また本書 に記載さ れた情報を使用 した事 により

第三者の知 的所有権等の権利 に関わる間題が生じた場合
，
弊社 はその責を負 いませ んので予 め ご了承く ださい。

３． 製晶及 び製晶仕様は予告無 く変更する場合がありますので， 最
終的 な設計，

ご購入， ご使用 に際しま しては， 事
前

に最新の製晶規格または佳様 書をお求めになりご確認ください。

４． 弊 社 は 晶 質 ・ 信 頼 性 の 向 上 に 努 め て お り ま す が，
宇 宙
，
航 空
， 原 子 力， 燃 焼 制 御， 運 輸，

交 通
，
各 種 安 全 装 置， ラ

イ フサ ポート関連の医療機器 等のよう に，
特別な晶質・信頼性 が要 求され， その故障や誤動作 が直接 人命を脅かし

たり， 人体に危害を及ぼす恐 れのある用 途にご使用をお考完 のお客様 は，
事前に弊社 営業担当迄 ご相 談をお願い致

し ま す。

５． 設 計 に 際 し て は， 特 に 最 大 定 格， 動
作 電 源 電 圧 範 囲， 放 熱 特 性， 実 装 条 件 及 び そ の 他 諸 条 件 に つ き ま し て は， 弊 社

保証範囲内で ご使用いた だきますようお願い致 します。

保証値を越えて ご使用された 場合の故障及 び事故につきま しては
，
弊社 はその責を負 いません。

また保証値内の ご使用であっ ても半導体製晶について通常予測 される故 障発生 率， 故 障モー ド
を ご考慮の上， 弊社

製晶の動作が原因で ご使用機器 が人身事故， 火災事故， その他の 拡大損害を生 じないよう にフェールセーフ等のシ

ス テム 上の対策を講じて頂きますようお 願い致します。

６． 本製 品は耐放射線設計をしておりませ ん。

７． 本書の 一部ま たは全部 を弊社の文書による承認な しに転載または複 製することを堅くお断り致 します。

８． 本書をは じめ 弊社半導 体についてのお問い合わせ，
ご相 談は弊社営 業担当迄お願い致 します。



重要事項

・当エミュ レータをご使用になる前に、 必ずユー ザー ズマニュアルをよく読んで
理解 して＜ださい。

・ユーザー ズマニュアルは、 必ず保管 し、 使用 上不明な点がある 場合 は再 読してください。

エ ミ ュ レー タ と は

ここで いう エミュレータとは、 株式会社日立製作所 （以下、 「日立」 という。） が製作 し
た次の製品を指

しま す。

（１） エ ミ ュ レ ー タ 本 体 （含 むエ バリ ュ エ ー シ ョ ン チ ッ プセ ッ ト）

（２） ＰＣ カ ー ドイ ンタ フェ ー ス

（３） ユ ー ザ シ ス テ ム イ ン タ フ ェ ース ケ ー ブ ル

（４） オ プ シ ョ ン ボ ー ド（含 むメ モリ ボ ー ド）

お 客 様 の ユ ー ザ シ ス テ ム 及 び ホス ト ヨ ン ピュ ー タ は 含 み ま せ ん。

エミュ レータの使用目的：

当 エ ミ ュ レ ー タ は、 日 立マ イ ク ロ コ ン
ピ ュー タ を使 用 した シ ス テム の 開発 を支 援 す る 装 置 で す。 ソ フ トウ

ェ ア と ハ ー ドウ ェ ア の 両 面 か ら、 シ ス テ
ム 開 発 を 支 援 しま す。 こ の 使 用 目 的 に 従っ て、 当 エ ミ ュ レ

ー タ を

正 し く お 使 い く だ さ い。 こ の 目 的
以 外 の 当 手 ミ ュ レー タ の 使 用 す る こ と を 堅 く お 断 り し ま す。

使用制限 １

当 エ ミ ュ レ ー タ は、 開 発 支 援 用
と して 開発 した もの で す。 し た がっ て、 機 器 組 み 込 み用

と し て 使 用 しな い

で く だ さ い。 ま た、 以 下 に示 す 開 発 用 途 に 対
し て も 使用 しな い で く だ さ い。

１ ライ フサポー ト関 連の医療機器用 （人命にかかわる装置用）

２ 原子力 開発機器用

３ 航空機 開発機器用

４ 宇宙開発機器用

このよう な目的 で当エミ ュレータの採用をお考えのお客様は、当社営業窓ロヘ是非 ご連 絡頂 きますようお

願 い 致 し ま す。



製品の変更について

日 立 は、
当 エミ ュ レー タ の デ ザイ ン、 機 能

お よ び性 能を 絶 え ず 改 良 す る 方 針 を と っ て い ま す。

し た が っ て、 予
告 な く 仕 様、 デ ザイ ン、 お よ

びユ ー ザー ズ マ ニ ュ ア ル を 変 更 す る こ と が あ り ま す。

エミ ュレータを使う人は１

当 エ ミ ュ レー タ は、
ユ ー ザ ー ズ マ ニ 丑ア ル をよ く 読 み、 理解 し た 人の み が 使 っ

て く だ さ い。

特 に、
当 エミ ュ レ ー タ を 初 め て 使う 人 は、 当

エ ミ ュ レ ータ を よ く 理解 し、 使 い 慣
れ て い る 人か ら 指 導 を受

ける こ と を お す す め しま す。

保証 の範囲：

日 立 は、 お 客 様 が 製 晶
を ご購 入 さ れ た 日 か ら １ 年 間 は、 無

償 で 故 障 品 を 修 理、 ま
た は 交 換 致 しま す。

た だし

（１） 製晶の誤用、 濫用、 またはその他異常な条件下
での使用

（２） 日 立 以 外 の 者 によ る 改 造、
修 理、 保 守、 ま た

は そ の 他 の 行 為

（３） ユ ー ザ シ ス テ ム の 内 容、
ま た は 仕 様

（４） 火 災、
地 震
、
ま た は そ の 他 の 事 故

によ り、
故 障 が 生 じ た場 合 は ご購 入 日 か ら 一 年 以 内 で も 有 償 で 修 理、 ま

た は
、 交 換

を 行 い ま す。

ま た
、 日
本 国・内 で 購 入さ れ、 かつ、 日 本 国 内

で 使 用 さ れる も の に 限り ま す。

そ の他の重要事項：

１ 本資料に記載さ れた情 報、 製品または回路の使用 に起因する 損害、
また は特 許権そ の他権利の侵害に

関 して は、 日
立 は 一切 そ の 責 任 を負 いま せ ん。

２ 本資料によって 第三者または日立の特許権その 他権利の実施権を許諾す るもので はありません。

版権所有；

このユー ザー ズマニュアルおよ び当エミュレータは著作権で保護さ れており、す
ぺ ての権利は日立に帰属

し て い ま す。 こ の ユ
ー ザー ズ マニ ュ ア ルの 一 部 であ ろ う と 全 部 で あ ろう と い か な る 箇 所 も、 日 立 の 書 面 に

よ

る 事 前 の 承 諾な し に、 複 写、 複 製、 転 載 す
る こ と は で きま せ ん。

ｉｉ



図について；

こ の ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル の 一 部 の 図 は、 実 物
と 違 っ て い る こ と が あ りま す。

予測 できる危険の限界：

日立 は、 潜在的な危険が存在するおそ れのあるすべ ての起こりう る諸状況や誤使用 を予 見できません。

した がっ て、 こ の ユ ー ザー
ズ マ ニ 丑 ア ル と 当 エ ミ ュ レー タ に 貼 付 さ れて い る 警 告 が す べ て で は あ りま 竜 ん。

お 客 様 の 責 任 で、 当 エ ミ 丑 レ ー タ を 正 し く 安 全 に お使 い く
だ さ い。

ｉｉｉ



安全事項
・当エミュレータを ご使用になる 前に、 必ずユーザー

ズマニュアルをよく読んで理解 して＜ださい。

・ユーザーズマニュアルは、 必ず保管 し、 使用上不明な 点
がある場合は再読 してください。

ユーザーズマニュアルを読まずに当エミュ レータを使用 しないでください。

シ グ ナ ル ・ ワ ー一ドの 定 義

危 険 は、 切迫 した危険な状況で回避 しない場
合には、

死亡または重傷を負う ことになりうることを定義 します。

ただ し、 本製晶では該当するもの はあり
ません。

警 告 は、 潜在 的に危 険な状 況で回避 しな い場合に
は、

死亡または重傷を負う ことになりうることがあることを定義 します。

これは機器、 装置などが損害を被る可能性があることの讐告
にも使用 して います。

注 意 は、 潜在的に危険な状況で回避 しな い場合に
は、

軽傷また は中程度の傷害を負うことになるおそれがあるこ とを定義 します。

これは人体， 機器，
およ ぴ惰報の損傷を被る可能性のある 行動に対する注意

にも 使 用 して い ま す。

注 、 留 意 事 項 は、 例 外的な 条件や注意を操作手 順や説明記述の申で、 ユ
ー ザに伝達する

．

場合に使用 して いま す。

ム警告
エミ ュ レ ー タ ま た はホ ス トヨ ン ピュ ー タ の パ ワ ー オ ン時、

バ ス モ ニ タ お よ び全 て の ケー ブル 類

の 抜 き差 し を 行 わ な い でく だ さ い。 抜 き 差 し を 行 っ
た 場 合
、
エ ミ ュ レ ー タ、

バス モ ニタ

およぴタ ーゲッ トシステムの発煙発火の可能牲があります。

ま た、 デバッグ中のユーザ プログラムの破壌の可能性
がありま す。

ｉＶ
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ト リ ガ 出 カ の ア ド レ ス 設 定 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス （ＳＥＴ ＡＤＤＲＥＳＳ ＦＯＲ 眠ＩＧＧ 駅） ＿ ＿．＿．．＿

５．４
ＲＡ Ｍ モ ニ タ の ア ド レ ス 設 定 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス （ＳＥＴ ＡＤＤＲＥｓｓ 亙０Ｒ ＲＡ Ｍ Ｍ ０ＮＩＴ０Ｒ）．一

５．５
ＲＡ Ｍ モ ニ タ の 表 示 ウ イ ン ド ウ （ＲＡ Ｍ Ｍ ０Ｎ ｎ０Ｒ ＤＩｓ 叱 ＡＹ Ｆ０Ｒ ＡＤＤＲＥｓｓｘ ＳＥＴπＩＮＧ） ＿．．．

５
．
５
．
１ ポ ッ プ ア ッ プ メ ニ ュ ー ．．． … ．．．

５．５．２
Ｒ Ａ Ｍ モ ニ タ の ア ド レ ス 編 集 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス （Ｅ 砒 Ａ 鮒ｒｅｓｓ）．．．．
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こ の 度 は、 Ｅ６０００ エ ミ 丑 レ
ー タ用 バス モ ニ タ ＨＳ６０００ＥＢＲ０睨 を お 買 い上 げ戴 き 有 り 難う ご ざい ま す。

Ｅ６０００ エ ミ ュ レ ー タ用 バ スモ ニ タ は（以 下 バス モ ニタ と 略 しま す）、Ｅ６０００
エ ミ ュ レー タ がユ ー ザ プロ グラ ム

を実行申に プ田 グラムを停止することなくメ モリの内容 をモニタする機 能を備完ています。

１ 牡様

バ ス モ ニ タ の仕 様 を 表 １ に示 しま す。

表１ バスモニタ の仕様

Ｎｏ．
項 目 仕 様

１ 対 象 エ ミ ュ レ ー タ Ｈ８／３００，
Ｈ８／３００Ｌ

，
肩８／３００帰 シリ ー ズ Ｅ６０００ エ ミ ュ レー タ

（各 エミ 丑 レ ー タ の バ ー ジ ョ ン に よ り 接 続 可 否 が あ り ま す。 詳 細 は

各エミュ レータの取り扱い説明書を参照 してください。）

２ バ ス モ ニ タ 機 能 連 続 し た２５６ バ イ トの 領 域 を 最 大 ８ ブロ ッ ク ま で モ ニ タ しま す。

㎜Ｉ ウ イ ン ドウ 上 の モ ニタ デ ー タ は、
ユ ー ザ プ ロ グ ラム 実 行申、 常

に 最 新 の デー タ に 表 示 を 更 新 しま す（１ 回／１ 秒）。

３ トリ ガ出 力 機 能 ア ク セス ア ドレ ス の 一 致 条 件 によ り、 最 大 雀 個 所 の ア ドレ
ス に 対 し

てトリガ信号（卿Ｌレベル）出力 します。

４ 外形寸 法 １５５ Ｘ ユ３６ （㎜）

５ 重 量 ７０ｇ

６ 温度 動作時： １０～３５℃

非 動 作 時 ； 一１０～５０℃

７ 湿度 動作時： ３５～８０％醐 （結露な し）

非動作時： ３５～８０％脳 （結露な し）

８ 振 動 動 作 時 ： 最 大 ２．４５㎜／ｓ
２

非動 作 時 ： 最 大 ４．９㎜／ｓ
２

梱 包輸 送 時 ： 最 大 ユ４．７洲／ｓ
２

９ 周 囲ガス 腐食性 ガスのないこと

１０ 電 源 電 圧 ５．Ｏ ± Ｏ．２５Ｖ （エ ミ ュ レ
ー タ 本 体 から 電 源 を 供 給 しま す）

１１ 消費 電流 ５００ 鮎



２ 製品構 成

バスモニタの 製品構成を表２に示 します。

表２ 製晶構成

分

類 Ｎｏ 品 名 構 成

数

量 備 考

１ バス モニタ基板

ノ 、

ド

ウ ２ 固定用 ネジ

エ

ア

マ ３ 取り扱い説明書

二 （本 マ ニ ュ ア ル）

ユ

ア

ル

蘭Ｓ６０００ＥＢＲ０１ＨＪ



３ 接続方法

３
．
１ エミ ュ レ ー タ ヘ の 接 続

ム警告
バス モ ニタ の 接 続

、
取 り 外 し を 行う 場 合 は、

必 ず エ ミ ュ レー タ、 タ
ー ゲ ッ トシ ス テ ム お よ びホ ス ト

コ ン ピュ ー タ の 電 源 全 て を オ フに し、 コ ネ ク タ の 向 き を 確 か め て作 業 し て く だ さ い。

電 源 が 才 ン の状 態 で 作 業 を 行っ たり、 接 続 を 誤 る と、 エ ミ ュ レ ータ、 タ ー ゲ ッ ト シス テ ムお よ
び

バ ス モ ニ タ の 破 壊 又 は、 発 煙、 発 火 の 可 能 牲 があ り ま す。

バス モ ニ タ を Ｅ６０００ エ ミ ュ レー タ に 接 続 する 手 順 を 示 しま す。

（１） Ｅ６０００ エ ミ ュ レ』 タ の 電 源 を オ フに し、 ＡＣ ア ダプ タ を ＡＣ コ ンセ ン ト か ら 取 り 外 してく ださ い。

（２） Ｅ６０００ エミ ュ レー タ 側 面 の ネ ジ４ 箇 所 を 外 しカ バ ー を 開 け て く だ さ い。

（３） 拡 張 用 オ プシ ョ ンメ モ リ（ＳＩ㎜）が 実 装 さ れ て い る 場 合 は、 取 り 外 して く だ さ い。

（４） 図３４ に従いバスモニタを接続 しま す。６０ ピンのコネクタ２個所が確実に接続するよう基板を

揖 し込 み、 ネ
ジで 固 定 して く だ さ い。

（５） 必要であれ ば、 拡張用オ プションメモリ（ＳＩ㎜）を挿 入してください。

（６） トリ ガ出力信号を使用する場合は、Ｅ６０◎０エミュレータ本体に添付 されている外部 プ回一 ブを接続

して く だ さ い。

バ ス そ ニ タ を 接 続 す る 前 に一 度 ＳＩＭ Ｍ メ モ リ を 取 り 外 し、

バ ス モ ニ タ 接 続 後 に 再 度 ＳＩＭＭ メ モ リ を 接 続 し て く だ さ い。

□□口口＿

２ 個 所 の コ ネ ク タ

で 接 続 しま す。

外 部 プロ ー ブ

を 接 続 しま す。

添付のネジで

３箇所を

固 定 しま す。

図３－１ バスモニタとＥ６０００エミ ュレータ との接続



４ トリガ信号 出力

図４－１ に トリ ガ出 力 用 プ ロ ー ブの ピ ン 配 置 を、 図 ４－２ に
トリ ガ信 号 の 出 力 波 形 の 例 を 示 しま す。

ＯＯＯ◎○○○○

ＧＮＯ ＧＮ０
４ ３ ２ １

トリガ出カ

図４＿１ トリガ出カ プロー ブ

Ｖ◎Ｈ 一 一 一 一 一 一 一 一

トリガ出カ

ＯＶ

１／２ｔｃｙｃ

Ｖ Ｏト１＝。 ２．４ Ｖ ～ ５．０ Ｖ

図４－２ トリガ信 号の出力 波形

５ 嚢カイ乍書党明

５．１
バ ス モ ニ タ の イ ニ シ ャ ラ イ ズ

ＨＤＩ 起動 直 後、 ま たは Ｉｎｉｔｉａ１ｉＳｅ
を行 っ た 後、

時、 本メ ッ セ
ー ジ ボ ッ ク ス を 表 示 しま す。

Ｖｉｅｗ メ ニ ュ ー よ り、
”馳ｓ Ｍｏｎｉｔｏｒ Ｗｉｎｄｏｗ．．．

”を 選 択 し た

図５＿１ バ ス モ ニ タ の イ ニ シャ ラ イ ズメ ッ セ ー ジ ボ ッ クス 画 面

くＯ Ｋ＞ ： 本メ ッ セ ー ジ ボ ッ ク ス を 閉 じ、
バス モ ニ タ の 機 能選 択 ダイ ア ロ グ ボ ック ス

を開 き ま す。

５．
２ バ ス モ ニ タ の機 能選 択 ダイ ア ロ グ ボ ッ ク ス （ＯｐｅｎＢｕｓ Ｍ◎ｎｉｔ◎ｒＭｅｎｕ）

Ｖｉｅｗ メ ニ ュ ー よ り、
”馳 ｓ Ｍ ㎝ｉｔｏｒ Ｗｉｎｄｏｗ．．．

”を 選 択 し た 時、 本 ダ イ ア ロ グ
ボ ッ ク ス を 開 き ま す。



図５＿２ バスモニ タの機 能選択 ダイアロ グボックス画 面

Ｓｅ１ｅｃｔ 跳ｓＭｏれｉｔｏｒＦ㎜ｃｔｉｏｎ から 使 用 す る 機 能 を 選択 して く ださ い。 選択 で きる 機 能 は、
ト リ ガ出力 機

能（Ｓｅｔ Ａｄｄｒｅｓｓ ｆｏｒ Ｔｒｉｇｇｅｒ）ま た は ㎜Ｍモ ニ タ機 能（Ｓｅｔ Ａｄｄτｅｓｓ ｆｏτ Ｒ舳 Ｍｏｎｉｔｏｒ）で す。

トリ ガ出カ 機能

劣 つ の トリ ガ出カ ピ ン が あ り、 ユ ー ザ プロ グ ラ ム 実 行 申 の トリ ガ出 力 条 件 と し て、 アク

セ ス す る ア ド レス を 指 定 し ま す。

・ＲＡＭ モニ タ 機 能

バ ス モ ニ タ は ２５６ｂｙｔｅ × ８ チ ャ ン ネ ル のモ ニ タ 用 の メ モ リ が あ りま す。

モ ニ タ の デ ー タ は、ユ
ー ザ プロ グラ ム 実 行 中 にユ ー ザ プ ロ グ ラ ム で アク セス さ れ た デー タ の

み 更 新 さ れ ま す。

くＯＫ＞

〈Ｃａｎｃ創＞ ；

本 ダイ ア ロ グ ボッ ク ス を 閉 じ、 選 択 した 機 能 に 対 する ダイ ア ロ グ ボッ ク ス を 開 き ま

す。 開 い た ダイ ア ロ グボ ッ ク ス で、 詳細 な 設 定 を して く ださ い。

本 ダ イ ア ロ グ ボッ ク ス を 閉 じ ま す。

５．３ トリ
ガ出 力 の ア ドレス 設 定 ダイ ア ロ グボ ッ ク ス （ＳｅｔＡｄｄｒｅｓｓＦ◎ｒＴｒｉｇｇｅｒ）

バ ス モ ニ タ 機 能 の 選択 ダイ ア ロ グ ボ ッ ク ス で、 ＳｅｔＡｄｄｒｅｓｓ ｆｏｒＴｒｉｇｇｅｒ を 選 択 し、 く
ＯＫ＞ボタ ン をク リ ッ

ク した 時
、 開
きま す。



図５－３ トリガ出カのア ドレス設定 ダイアロ グボックス画 面

ト リ ガ出カ の ア ドレス は 最 大 ４ ポイ ン トま で 設 定 で き ま す。トリ ガ出 力 は バス モニ タ に ロ ジ ック ア ナ ライ

ザを接続した場合に有効と なります。

トリ ガ出 カ ポイ ン トの 有 効 ／ 無 効 は 画 面左 側 の チ ェ ッ ク ボッ ク ス で 選 択 して く だ さ い。

くα 鮒 Ａｌｌ＞： 全て の 条 件 をク リ ア しま す。

く０Ｋ＞ ： 条 件 を 設定 し、 ダイ ァ 日 グ ボッ ク ス を 閉 じま す。

＜Ｃａ㏄ｅ１＞ ： ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を 閉 じ ま す 。



５．４ ＲＡＭ モ ニ タ の ア ドレス 設 定 ダイ ア ロ グ ボ ック ス （ＳｅｔＡｄｄｒｅｓｓドｏｒＲＡＭ Ｍｏ前ｔ◎ｒ）

バ ス モ ニ タ 機 能 の 選 択 ダイ ア ロ グボ ッ ク ス で、 Ｓｅｔ Ａｄｄｒｅｓｓ ｆｏｒＲＡＭＭ㎝ｉｔｏｒ
を 選 択 し、 〈０Ｋ＞

ボタ ン をク

リ ッ ク した 時、 開 き ま す。

図５一打 ㎜ モニタのア ドレズ設定ダイ アロ グポックス画面

㎜泌 モ ニ タ の ア ドレ ス は 最 大 ８ ポイ ン トま で 設 定 で き ま す。 設 定 で き る ア ド レス は、篶８／３００，３００Ｌシ リ
ー

ズ で は Ｈ’００００００００～Ｈ’ＯＯＯＯＦＦＯＯ で、Ｈ８／３００獄 シリ
ー ズ で はｌｉ’００００００００～げＯＯＦＦＦＦ００ で す。１～８

ポイ ン ト

で 重 複 する ア ド レス の 設 定 は で き ませ ん。

㎜Ｍ モ ニ タ は 設 定 した ア ド レス を 先 頭 ア ド レス と し、 ２５６
バイ ト 分 の デー タ を モ ニ タ し ま す。

Ｒ舳 モ ニ タ ポイ ン ト の 有 効 ／ 無 効 は 画 面 左 側 の チ ュ ッ ク ボッ ク ス で 選択 して く ださ い。

デー タ を 表 示 す る 方 法 が、 ２ 種類 あり ま す。 Ｄｉｓｐ１ａｙ Ｄａｔａ で
”Ａ㏄ｅｓｓ

”を 選 択 す る と、 ア ク セ ス した デ ー

タ の み を 表 示 しま す。
”２５６ Ｂｙｔｅ

”を 選 択 する と、 ２５６ バ イ ト の デー タ を 表 示 しま す。

＜αｅａｒＡ１ｌ＞： 全て の 条 件 をク リ ア し ま す。

＜ＯＫ＞ ； 条 件 を 設 定 し、 本 ダイ ア ロ グ ボ ック ス
を 閉 じま す。

くＣ㎝ｃｅ１＞ ： 本 ダイ ア ロ グ ボ ッ クス を 閉 じ ま す。



５．５ ＲＡＭ モ ニ タ の 表 示 ウィ ン ドウ （ＲＡＭ Ｍ ㎝ｉｔ◎ｒＤｉｓｐｌａｙドｏｒＡｄｄ渇ｓｓｘＳｅｔｔｉｎｇ）

（ｘ ：１ ～ ８）

㎜Ｍモ ニ タ の ア ドレス 設 定 ダイ ア ロ グボ ッ ク ス で、 １ つ 以 上 の ア ドレス を 設 定 し、〈ＯＫ＞ボ タ ン を ク リ ッ ク

した 時 に開 き ま す。 ウィ ン ドウ は、 チ ェ ッ ク した Ｍ㎝ｉｔｏｒの 数 だけ、 開
き ま す。

１００００００００ 肝 鵬 閉 肝 欄 ９ ｎ Ｏ
１卿０００佃 胴 脇 術 旺 Ｃ６

脈 断 蔽 （炉 鮒 脈 既 服

鯛 肝 既 概 １班 閉 駅

１葦
００００００４０ 脇 Ｆけ 岬 ㍑ε １けｌ

ｌ１００００００５０ 肝 肝 ５ け 蟹 昧 募ε

１００００００釦 印 醐 肝 嗣 締 所
１帥００睨Ｏ 所 匪 醐 焔 脇 εけＦ
１１０００００睨Ｏ 汗Ｃ 匪 肝 艀 鵬 ε戸

１００００００９０ 融 肝 ０Ｃ 駅 η Ｄ戸

鴛、蟹、、、
鮒 Ｈ １

醐 脳１ 鵬 脳 釧
ｃｌ） 舶

Ｄσ 悩 腕 醐

醐

釦 闘

断 ｃ３ 鵬

図５－５ ㎜ モニタの表示ウィン ドウ画面

ユ ー ザ プロ グ ラム 実 行 時
、 デ
ー タ を リー ド／ ライ ト した 時、 表 示 内 容 が 変 わ り ま す。 表 示 形 式 は、 ㎜Ｍモ

ニ タ の ア ド レス 設 定 ダイ ア 日 グ ボッ ク ス の Ｄｉｓｐ１ａｙ Ｄａｔａ （Ａ㏄ｅｓｓ／２５６ ｂｙｔｅ）に 従 い ま す。

Ｄｉｓｐ１ａｙ Ｄａｔａ が、
”Ａ㏄ｅｓｓ”の場 合は、 ア ク セ ス した デー タ の み を 表 示 し、 ア ク セ ス 直 後 の デー タ を赤 色

で表 示 し ま す。

Ｄ１ｓｐｌａｙＤａｔａ が、
”２５６ｂｙｔｅ

”の 場 合は、 ２５６ バ イ ト デ ー タ 表示 し、 ア ク セ ス した デー タ 全 て を赤 色 で 表 示

しま す
。



５，５１１ ポ ツ プ ア ツ プ メ ニ ュ ー

該 当 す る ウ ィ ン ドウ 上 で、 マ ウ ス の 右 ボタ ン をク リ ック する と 表 示 しま す。

くＳｅｔ８ｐｏｉ耐 Ａｄｄ 欄 ｓ＞ ： ＲＡ Ｍ モ ニ タ の ア ド レ ス 設 定 （Ｓｅｔ ＡｄｄｒｅｓｓＦｏｒＲＡ Ｍ Ｍ ㎝並ｏｒ） ダ イ ア ロ グ

ボッ ク ス を 開 き ま す。

〈ＳｅｔＡｄｄ欄ｓ．、．＞： 該 当 す る ウ イ ン ドウ の 先 頭 ア ドレス を変 更 す る た め の ダイ ア ロ グ ボッ

ク ス を 開 き ます。

くＳ飢丁聴ｇｅｒ＿＞： トリ ガ出 カ の ア ドレス 設 定 ダイ ア ロ グ ボッ ク ス を 開 き ます。

＜ＤｉｓｐｌａｙＤａｔａａ㏄ 棚〉： 該 当 す る ウ イ ン ドウ の 表 示 方 法 （Ａ㏄ｅｓｓ／２５６：Ｂｙｔｅ） を変 更 しま す。

くαｅａｒＳｃ肥ｅ肌．．＞： 該 当 す る ウ ィ ン ドウ の 表 示 デー タ を、 １ 回 も ア ク セ ス さ れ て いな い 状

態 に戻 し ま す。

くＵｐｄａ胞Ｓｃ肥㎝＞： ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム 実 行 停 止 申 にメ モリ 内 容 を 変 更 した 場 合、 該当 す る

ウ イ ン ドウ の 表 示 デ ー タ を 更 新 し ま す。

５－５２ ＲＡＭ モ ニ タ の ア ドレス 編 集 ダイ ア ロ グ ボ ッ ク ス （匡ｄ１ｔＡｄｄｒｅｓｓ）

ポ ッ プ ア ッ プ メ ニ ュ ー 上 で、 ＜Ｓｅｔ Ａｄｄｒｅｓｓ．．．＞
を 選 択 し た 時、 開 き ま す。

図５＿６ ㎜ モニタのア ドレス編集 ダイアロ グボックス 画面

該 当 す る ウ ィ ン ドウ 上 の 表 示 ア ドレス を 変 更 す る に は、 ア ドレス 値 を 入力 し てく だ さ い。 設 定 で きる ア ド

レス は、 Ｈ８／３００，
３００Ｌ シ リー ズ では げ００００００００～好’００００ＦＦＯＯ で

、
Ｈ８／３００∬ シ リー ズ で は げ００００００００～

Ｈ’ＯＯＦＦＦＦＯＯ で す。

くＯＫ＞： 本 ダイ ア ロ グ ボッ ク ス を 閉 じ、 入 カ
した ア ドレス 値 に し た が っ た 領 域 を 表示

しま す。

くＣａｎｃｅ１＞ ： 本 ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス を 閉 じ ま す。

注 ア ドレス 変 更 時
、
デー タ 内 容 が 正 しく 表 示 さ れな い 場 合、 Ｃｌｅａｒ Ｓｃ ㈱列 を 行 っ て く ださ い。

９



６ バ ス モ ニ タ 用１情報 の ロ ー ド／ セ ー ブ

６．１ Ｅ６０００ＢＵＳ，
ＨＤ８ フ ァ イ ル

ＨＤＩ の イ ンス ト ー ル ディ レ ク ト リ 申 の Ｅ６０００ＢＵＳ．㎜Ｂ フ ァ イ ル は、 バ ス モ ニ タ 情 報 の ロ ー ド／ セ ー ブ に使

用 す る 専 用 フ ァ イ ル で す。

セー ブする情報は、 トリ ガ出力４本、 醐Ｍモニタ８本の前回 設定 ア ドレスとそ れぞれの有効／無効情報お

よ び、 ㎜Ｍ モニ タウ ィ ン ドウ ８ 本 の そ れ ぞ れの 表 示 方 法 で す。

６．２
バ ス モ ニ タ 用 情 報 の ロ ー ド

Ｅ６０００ＢＵＳ．ＨＤＢ は、 Ｖｉｅｗ メ ニ ュ ー か ら
”腕 ｓ Ｍｏ篶ｉｔｏｒＷ 欄 ｏｗ．．．

”を 選 択 し た 時 に、 自 動 的 に 日 一 ド さ れ ま す 。

本 フ ァイ ル が 無 い 場 合 は、 本 ＨＤＩ の 定 め た デ フォ ル ト 値 に 従 い、 ダイ ア ロ グボ ッ ク ス を 開 きま す。

６１３
バ ス モ ニ タ 用 情 報 の セ ー ブ

ト リ ガ出 力
、
㎜１モニ タ の 条件 設 定 ダイ ア 日 グボ ッ クス で、＜

０Ｋ＞ボタ ン をク リ ッ ク した 時 に、Ｅ６０００ＢＵＳ．㎜Ｂ

フ ァ イ ル は 自 動 的 に 上 書 き さ れ ま す。 本 フ ァイ ル が無 い 場 合は、 同
名 フ ァイ ル を 生成 し ま す。

一〇



７ 注意事項

（１） ソ フ トウ ェ ア ブ レー ク ポイ ン ト を 設 定 して い るア ド レス を 含 む 領 域 を モ ニ タ 領 域と して 指 定 した 場 合
、

該当するア ドレス の内容は ＨＤＩによっ てブレーク命令に書き換えら れています。 ブレーク命令への書き換

乏 は Ｇｏ コマ ン ド実 行 直前 に行 わ れ る た め、 表 示 形式 を［２５６Ｂｙｔｅ］に 設 定 した 直後 は ブ レー ク 命 命 に 書 き 換

えられる前の本来の内容 が表示さ れます。

（２） 表示形式を［２５６Ｂｙｔｅ］に設定 した場合は、 プログラムを実行する 前に指定された領域の内容を全てリー

ドし
・
初 期 デ ー タ と し て ウイ ン ドウ 上 に 表 示 しま す。 リ ー ドに よ っ て 設 定 が 変 わ っ て しま う よ う な 工／０ 領

域 の モ ニ タ に は［２５６ Ｂｙｔｅ］の指 定 は 避 け て く だ さ い。

（３）サブアクテイ ブ動作申はバス モニタ 機能は使用できません。

１１
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